
年 次 別 経 営 改 善 詩1 - 画 検 討 養

( 畜  試 経 営  宮「 )

1 . 背 景 とね らい

経営改善計画の樹立に 当た つては , 目 標年次のみな らず , そ の途 中経過 についても十分に検 材

を加え , 計 画の妥 当性 を確認 してお く必要 があ る。 また計画の進 ↑予過程 に於 いて , 督 自実績 に基

づ いて計画 を修正 し,1マ来の姿 を予測 す るな ど柔軟 な進行管理が要求 され る。

そこで 「畜産経営特別管理指導事業 Jに おけ る,「 農家経済収支計画」のチ ェックを行な う

とを主 目的 としなが ら,一 般的 な畜産経営の年次計画の機材 にも応 用で きる,検 討表 を作成 し

2.技 術の内容

1)仕 組みの協略
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2 ) 検 討表の離式 と犠村手順

盛宝 堪 t 貫収 支 : 1 画 ( 缶3 盛 主 業 )

:   現 況  :  第 1 年目 :  第 2 年 目 :
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( 1 ) 上記様式の空相 にデー ターを入力 し, 記 号で埋 まってい る付 を自動計算 させ全項 目を出力

させ る。     ・

( 2 ) 出カデー ターを検討 し, 不 十分 な場合 は関連す る入カデー ターをは E し て再計算 させ る.
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3 )作 成した宮盛類型と入 。

( 1 )酪  農  主 業型

( 2 )去勢肥百 主 業型

く3 )黒 毛黙殖 被 合型

( 4 )短角英殖 強 合型

( 5 )養豚一貢 主 業型

出力項目敗 (  単 年度 )

入力項 目  自 動計算項目  出 力項目

58            43           101

70            66           136

75            50            125

75            50            125

57            70           127

4 ) 4寺に配旺した点

( 1 )家畜頭敗の年次変化の自動的把握

( 2 ) T D Nに よる狙飼やJ生産と飼料給与とのパランスの自動的把握

( 3 )農家の実態に即 した検討

( 1 )軽宮条件や技術水準の変化に即した検討

3 .指 導上の留意事項

|;1 終観署号をす昼品哲稔裾香手|すらを当環拾震名まで修正を行なう。
( 3 )対 象農家の経営基盤や,技 術水準に合わせた係数を入力すること.

( 4 )一 部の項目については.納 助的な計算を必要とする。

( 5 )必 要に応 じて.様 式や計算式を変更すること。

( 6 )犠 積年次 は ,一 応 6年 と してあるが必要 に応 じて増減 す ること・
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